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研究報告 

 
 MT1-MMP によるプロセシングでがん化促進因子へ変換された受容体チロシンキナ

ーゼの切断部位の一般性を確認するために、ヒト大腸がんより EphA2 を単離・精製し、

医科研疾患プロテオミクスラボの nano-LC-Ms/Ms を用いて同定した。その結果、これ

までに我々が報告した切断部位と同一の切断部位を同定した。この結果は、MT1-MMP
による EphA2 プロセシングサイトの一般性が明らかとなり、このプロセシングを受け

た EphA2 断片が真の分子標的治療の標的であることを示唆している。今後、治療標的

としての可能性を検証する予定である。 
 
 
 
 
 
 

 
  


